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Ⅰ．調査概要 
 

1．調査の目的 

武蔵野市では「武蔵野市男女平等の推進に関する条例」に基づき、男女平等の推進に関する施策

の総合的かつ計画的な推進を図り、男女平等社会の実現を目指すため、平成 30 年度末を目途に「武

蔵野市第四次男女平等推進計画」の策定を予定している。その基礎資料とするため、この調査を実

施した。 

 

２．調査の設計 

（１）調 査 対 象  武蔵野市内在住の満 18 歳以上の市民 

（２）対 象 者 数  1,500 人 

（３）抽 出 方 法  無作為抽出法 

（４）調 査 方 法  郵送による無記名アンケート（郵送での調査票返送に加え、ウェブ調査 

画面にアクセスし回答する手段を用意） 

（５）調 査 期 間  平成 29 年 10 月 2 日（調査票発送）～16 日（返送締切） 

（６）調 査 項 目  質問項目 27 問＋プロフィール 6 問 

 

３．回収結果 

（１）対 象 者 数  1,500 人 

（２）有 効 回 収 数  534 人（女性：270 人、男性：240 人、その他：2 人、性別無回答：22 人） 

（３）有 効 回 収 率  35.6％ 

 

４．報告書のみかた 

（１）回答は、それぞれの質問の回答者数を母数とした百分率（％）で示している。それぞれの質問

の回答者数は、全体の場合は N、それ以外の場合にはｎと表記している。 

（２）％は小数点以下第 2 位を四捨五入し、小数点以下第 1 位までを表記している。したがって、

回答の合計が必ずしも 100％にならない場合がある。 

（３）性別、年代別などは、無回答があるため、合計が全体と一致しない。なお、性別が「その他」

の回答者はごく少数であることから全体に含め、グラフでの表記はしていない。 

（４）回答者が 2 つ以上回答することのできる質問（複数回答）については、％の合計は 100％を

超えることがある。 

（５）年代の表記は、「18～19 歳」を 10 代、「20～24 歳」「25～29 歳」を 20 代、「30～34

歳」「35～39 歳」を 30 代、「40～44 歳」「45～49 歳」を 40 代、「50～54 歳」「55～

59 歳」を 50 代、「60～64 歳」「65～69 歳」を 60 代、「70～74 歳」「75～79 歳」「80

歳以上」を 70 代以上としている。 

（６）集計表は、全体を 10 ポイント以上上回るものに   、10 ポイント以上下回るものに   

の網かけをしている。 

（７）集計の母数が 10 以下の数値になっているものについては、統計上の優位性が低いため、分析

には利用していない。 
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平均 

54.8 歳 

55.2 歳 

52.6 歳 

Ⅱ．調査結果 
 

１．回答者のプロフィール 

１－１ 性別（F１）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２ 年齢（F２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３ 居住地域（F３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表１－３ 居住地域（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

26.6

26.6

26.3

36.7

36.8

37.6

36.8

36.7

36.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部

（吉祥寺東町、吉祥寺南町、御殿山、吉祥寺本町）
中部

（吉祥寺北町、中町、西久保、緑町、八幡町）

西部

（関前、境、境南町、桜堤）

図表１－２ 年齢（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

0.9

0.4

1.7

3.0

2.2

3.8

4.9

3.0

7.5

7.3

8.1

7.1

7.1

6.7

8.3

9.6

11.1

8.8

8.6

10.7

7.1

8.4

8.5

8.3

8.6

8.1

9.2

6.9

7.4

7.1

9.6

9.6

10.0

9.0

8.5

8.8

6.6

5.9

5.8

9.6

9.6

6.7

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
25～29歳

30～34歳

18～19歳

20～24歳 35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

不明

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上10代

図表１－１ 性別（全体） 

N

全　体 534 50.6 44.9

0.4
4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 男性 不明

その他
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１－４ 職業（F４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－５ 未既婚（F５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－５－１ 配偶者の職業（F５-１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

21.0

20.0

22.9

66.7

63.3

71.3

11.6

15.2

5.8

0.7

1.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚 有配偶者（事実婚含む） 離別・死別

不明

図表１－５－１ 配偶者の職業（全体、性別） 

図表１－4 職業（全体、性別） 

n

全体 356

女性 171

男性 171

性
別

23.6

19.3

29.2

28.1

46.2

10.5

11.8

5.8

17.5

0.8

1.2

0.0

0.3

0.6

0.0

18.5

4.7

32.7

14.9

19.9

8.2

2.0

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業主（家族従業員を含む）、

自由業 正社員・役員、正職員
パートタイム、アルバイト、

派遣社員、嘱託など

その他

学生

家事専業

（主婦、主夫）

リタイア、

その他無職

不明

64.3% 33.7%

71.3%

57.2% 40.9%

25.2%

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

10.9

9.3

12.5

35.8

22.6

52.9

15.0

23.3

6.3

2.2

1.9

2.5

2.6

1.5

4.2

17.6

31.9

0.0

15.7

9.3

21.7

0.2

0.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業主（家族従業員を含む）、

自由業 正社員・役員、正職員

パートタイム、アルバイト、

派遣社員、嘱託など

その他

学生 家事専業

（主婦、主夫）
リタイア、

その他無職

不明

63.9%

57.1%

74.2%

35.9%

25.9%

42.7%

図表１－５ 婚姻の有無（全体、性別） 
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１－６ 世帯構成（F６） 

 

 

 

 

 

 

  

図表１－６ 世帯構成（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

15.9

18.5

12.9

31.1

29.3

32.5

39.3

38.1

41.7

2.2

2.6

1.7

3.4

2.6

3.8

7.7

8.1

7.5

0.4

0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし 夫婦のみ 親と未婚の子ども（たち）

親と子ども夫婦

親と子どもと孫

その他

不明
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２．日頃の生活について 

 

 

理想では、「男女ともに仕事をし、家事・育児・介護も平等に分担する」は女性が 61.1％、
男性が 57.9％で、男性は前回（平成 24 年）調査と比べ 5.2％上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 1 あなたの理想として、男⼥の仕事と家事・育児・介護の役割は、この中のどれがもっとも
望ましいと思いますか。（〇は１つ） 

図表—問１—① 理想の役割分担（性別役割分担）（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

15.4

12.2

17.9

5.6

3.0

9.2

59.7

61.1

57.9

0.4

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

9.2

11.5

7.1

6.4

7.0

5.4

1.3

1.5

1.3

2.1

3.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が仕事、

女性が家事・育児・

介護を分担する

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに女性が分担する

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護も

平等に分担する

不明

その他

わからない

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに男性が分担する

女性が仕事、

男性が家事・育児・

介護を分担する

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護はなるべく

家事・育児・介護サービスに

よってまかなう

図表—問１—② 理想の役割分担（性別役割分担）（全体、性別）【経年比較】 

(全体)
N

H29 534

H24 485

15.4

14.4

5.6

6.6

59.7

64.5

0.4

0.0

0.0

0.2

9.2

7.4

6.4

6.2

1.3

0.0

2.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が仕事、

女性が家事・育児・

介護を分担する
男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに女性が分担する

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護も

平等に分担する

不明

その他

わからない

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに男性が分担する

女性が仕事、

男性が家事・育児・

介護を分担する

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護はなるべく

家事・育児・介護サービスに

よってまかなう

(女性 )
ｎ

H29 270

H24 294

12.2

10.9

3.0

3.4

61.1

70.7

0.7

0.0

0.0

0.3

11.5

8.8

7.0

5.8

1.5

0.0

3.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(男性 )
ｎ

H29 240

H24 167

17.9

19.8

9.2

13.2

57.9

52.7

0.0

0.0

0.0

0.0

7.1

5.4

5.4

7.2

1.3

0.0

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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現実には「男女ともに仕事をし、家事・育児・介護も平等に分担している」は男女ともに
10％台。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 2 それでは、あなたのご家庭では、現在、仕事と家事・育児・介護の役割分担をどのように
していますか。（〇は１つ） 

図表—問２—① 現実の役割分担（性別役割分担）（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

21.7

17.8

27.1

21.0

21.5

21.7

10.7

11.1

10.8

0.7

0.4

1.3

0.6

0.4

0.8

0.2

0.0

0.4

15.5

15.2

15.4

27.2

30.0

21.3

2.4

3.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が仕事、

女性が家事・育児・

介護を分担している

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに女性が分担している

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護も

平等に分担している

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに男性が分担している

女性が仕事、

男性が家事・育児・

介護を分担している

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護はなるべく

家事・育児・介護サービスを

利用している

分担するような

相手はいない

どれにもあてはまらない

不明

(全体)
N

H29 534

H24 485

21.7

22.3

21.0

15.7

10.7

10.7

0.7

0.4

0.6

0.2

0.2

0.6

15.5

29.7

27.2

19.8

2.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が仕事、

女性が家事・育児・

介護を分担している 男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに女性が分担している 男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護も

平等に分担している

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護は

おもに男性が分担している

女性が仕事、

男性が家事・育児・

介護を分担している

男女ともに仕事をし、

家事・育児・介護はなるべく

家事・育児・介護サービスを

利用している

分担するような

相手はいない

どれにもあてはまらない

不明

(女性 )
ｎ

H29 270

H24 294

17.8

19.7

21.5

17.3

11.1

10.9

0.4

0.3

0.4

0.3

0.0

0.3

15.2

31.0

30.0

19.4

3.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(男性 )
ｎ

H29 240

H24 167

27.1

26.9

21.7

12.6

10.8

10.2

1.3

0.6

0.8

0.0

0.4

1.2

15.4

26.3

21.3

21.6

1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図表—問２—② 現実の役割分担（性別役割分担）（全体、性別）【経年比較】 
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家事の実施率は、女性 86.7％に対して男性 66.3％。育児は女性 26.3％に対して男性
20.0％。介護・看護は女性 10.0％に対して男性 4.6％。家事にかける時間は平日・休日
ともに男性は女性の半分以下だが、育児・介護にかける時間は、休日では男女の時間数は
近い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家事】（⾷事の管理、住まいの⼿⼊れ・整理、⾐類の⼿⼊れ、園芸など） 

 

《実施率》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 3 
あなたは、現在、⽇常⽣活において、家事や育児、介護・看護をしていますか。（それぞ
れについて○は１つ） 
また、している場合は、どの程度時間をかけているかを合わせてお答えください。 

図表—問３—① 日常生活における家事、育児、介護などの従事（全体） 

図表—問３—② 日常生活における家事の従事（性別） 

全体（N＝534）

(1)家事

(2)子育て

(3)介護・看護

77.5

22.3

7.5

18.5

22.7

29.0

0.0

50.7

59.0

3.9

4.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない

該当しない

（育児の対象となる家族

はいない）

不明

(1)家事

n

女性 270

男性 240

性
別

86.7

66.3

7.0

32.1

6.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 不明
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《家事にかける時間》 

[平⽇] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

[休⽇] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

図表—問３—④ 家事にかける平均時間[休日]（全体、性別） 

図表—問３—③ 家事にかける平均時間[平日]（全体、性別） 

n

全　体 414

女性 234

男性 159

性
別

13.3

3.4

29.6

24.6

19.2

35.2

18.4

19.7

15.1

13.5

19.2

4.4

7.0

11.1

0.0

5.3

8.5

0.0

3.6

5.6

0.0

1.2

2.1

0.0

3.6

6.0

0.6

9.4

5.1

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満 ３時間～４時間未満

４時間～

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～

７時間未満

７時間～

８時間未満

８時間以上

不明

平均 

2.6 時間 

3.4 時間 

1.2 時間 

n

全　体 414

女性 234

男性 159

性
別

4.8

0.9

10.7

17.6

9.8

31.4

18.6

12.8

27.7

15.7

18.8

10.7

7.2

12.4

0.6

6.3

9.4

2.5

4.6

7.3

0.0

1.2

2.1

0.0

3.4

5.6

0.6

20.5

20.9

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～

６時間未満

６時間～

７時間未満

７時間～

８時間未満

８時間以上

不明

平均 

3.0 時間 

3.9 時間 

1.8 時間 
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【⼦育て】（⾝の回りの世話、付き添い、送迎移動など） 

 

 《実施率》 

 
 
 
 
 
 
 
 

 《⼦育てにかける時間》 

 

[平⽇] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
[休⽇] 
 

 

 

 

 

 

 

  

図表—問３—⑦ 育児にかける平均時間[休日]（全体、性別） 

平均 

2.5 時間 

3.5 時間 

0.9 時間 

n

全　体 119

女性 71

男性 48

性
別

6.7

5.6

8.3

11.8

11.3

12.5

12.6

9.9

16.7

10.9

5.6

18.8

5.0

8.5

0.0

6.7

7.0

6.3

10.9

8.5

14.6

1.7

2.8

0.0

10.9

11.3

10.4

22.7

29.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～

７時間未満

７時間～

８時間未満

８時間以上

不明

平均 

4.6 時間 

5.2 時間 

4.0 時間 

図表—問３—⑤ 日常生活における育児の従事（性別） 

図表—問３—⑥ 育児にかける平均時間[平日]（全体、性別） 

(2)子育て

n

女性 270

男性 240

性
別

26.3

20.0

22.6

22.1

44.4

56.3

6.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない

該当しない

（育児の対象となる家族はいない）
不明

n

全　体 119

女性 71

男性 48

性
別

24.4

8.5

47.9

24.4

19.7

31.3

12.6

16.9

6.3

10.9

15.5

4.2

7.6

12.7

0.0

6.7

9.9

2.1

0.8

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

7.0

0.0

8.4

8.5

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間

未満

５時間～６時間未満 不明

８時間以上

７時間～８

時間未満

６時間～７

時間未満
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【介護・看護】（⾝の回りの世話、付き添い、送迎移動など） 

 

 《実施率》 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《介護・看護にかける時間》 

 

[平⽇] 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[休⽇] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表—問３—⑩ 介護・看護にかける平均時間[休日]（全体、性別） 

n

全　体 40

女性 27

男性 11

性
別

5.0

3.7

9.1

7.5

7.4

9.1

5.0

0.0

18.2

20.0

22.2

9.1

2.5

3.7

0.0

10.0

11.1

0.0

2.5

0.0

9.1

0.0

0.0

0.0

10.0

11.1

9.1

37.5

40.7

36.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～

３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～

５時間未満

５時間～６時間未満

７時間～

８時間未満

６時間～

７時間未満

８時間以上

不明

平均 

5.1 時間 

5.1 時間 

5.5 時間 

平均 

3.3 時間 

3.9 時間 

1.9 時間 

n

全　体 40

女性 27

男性 11

性
別

15.0

7.4

36.4

20.0

18.5

27.3

12.5

14.8

9.1

2.5

3.7

0.0

2.5

3.7

0.0

7.5

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

11.1

9.1

30.0

29.6

18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～

３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～

５時間未満

５時間～６時間未満

７時間～

８時間未満

６時間～

７時間未満

８時間以上

不明

図表—問３—⑧ 日常生活における介護・看護の従事（性別） 

図表—問３—⑨ 介護・看護にかける平均時間[平日]（全体、性別） 

女性 270

男性 240

性
別

(3)介護・看護

10.0

4.6

31.5

26.7

51.5

67.1

7.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%n

している していない

該当しない

（介護・看護の対象となる家族はいない）
不明
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子どもがいる比率は合計 52.6％。就学状況別にみると、学校教育終了が 25.8％と最も
多く、ついで未就学児の 10.5％、小学生の 5.8％となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（問 4 で「１.１歳未満」〜「８.学校教育終了」と答えた⽅） 

 

取得率は女性 35.7％、男性 2.5％。特に、女性の 30 代（77.8％）、正社員・役員、正
職員（83.3％）で取得率が高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 4 あなたにはお⼦さんがいらっしゃいますか。いらっしゃるとすれば、⼀番下のお⼦さんは
次のどの段階にあたりますか。（〇は１つ） 

問 4-1 あなたは、育児休業を取得したことがありますか。（〇は１つ） 

図表—問４—② 育児休業取得の有無（全体、性別） 

※問 4-2 で「働いていなかったから」「自由業・自営業などを営んでおり、そもそも対象ではなかったから」と

回答した方を除いて集計。 

図表—問４—① 末子の成長段階（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

2.1

1.1

3.3

3.0

2.2

4.2

5.4

7.4

3.8

5.8

5.9

6.3

4.3

3.7

5.4

2.8

3.3

2.5

3.4

3.7

3.3

25.8

26.3

25.0

38.2

34.4

42.5

9.2

11.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

１歳未満

１～２歳

３歳～小学校入学前

中学生

高校生

短大・各種学校・

大学生など

学校教育終了

子どもはいない

不明

n

全　体 192

女性 70

男性 118

性
別

14.6

35.7

2.5

80.2

57.1

93.2

5.2

7.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業を取得したことがある 育児休業を取得したことがない 不明
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（問 4-1 で「２.育児休業を取得したことがない」と答えた⽅） 

 

とらなかった理由は、女性では、「出産・育児を機に退職した」47.5％、「そのような制
度がなかった」32.5％。男性では、「そのような制度がなかった」「育児をしてくれる人
が別にいた」がともに 43.6％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

問 4-2 あなたが育児休業をとらなかった理由の中であてはまるものをお答え下さい。（〇は
いくつでも） 

図表—問４—③ 育児休業未取得の理由（全体、性別） 

※「働いていなかったから」「自由業・自営業などを営んでおり、そもそも対象ではなかったから」と

回答した方を除いて集計。 

そのような休業の制度がなかったから

家庭内に育児をしてくれる人が別にいたから

出産・育児を機に退職したから

自分の仕事や出世に支障がでるから

取得すると収入が下がるから

休業の制度があることを知らなかったから

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があったから

その他

不明

制度はあったが、就労期間、就労時間が短いなど、
育児休業の対象とならなかったから

42.2

32.5

12.3

9.1

7.8

5.8

1.9

1.3

4.5

9.1

32.5 

5.0 

47.5 

5.0 

0.0 

5.0 

2.5 

0.0 

7.5 

12.5 

43.6 

43.6 

0.0 

10.9 

10.9 

6.4 

1.8 

1.8 

3.6 

8.2 

0% 20% 40% 60%

全体(n=154) 女性(n=40) 男性(n=110)
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介護休業の取得率は、全体で 4.7％、女性 6.2％、男性 2.6％とまだまだ低い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（問 5 で「２.介護休業を取得したことがない」と答えた⽅） 

 

取得していない最大の理由は「そのような休業の制度がなかったから」（32.6％）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 5 あなたは、介護休業を取得したことがありますか。（〇は１つ） 

問 5-1 あなたが介護休業をとらなかった理由の中であてはまるものをお答え下さい。（〇はいく
つでも） 

図表—問５—② 介護休業未取得の理由（全体、性別） 

※「介護の対象となる家族がいなかったから」「働いていなかったから」「自由業・自営業などを営んでおり、

そもそも対象ではなかったから」と回答した方を除いて集計。 

図表—問５—① 介護休業取得の有無（全体、性別） 

※問 5-1 で「介護の対象となる家族がいなかったから」「働いていなかったから」「自由業・自営業などを営んでおり、

そもそも対象ではなかったから」と回答した方を除いて集計。 

ｎ

全　体 171

女性 81

男性 78

性
別

4.7

6.2

2.6

78.9

72.8

87.2

16.4

21.0

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護休業を取得したことがある 介護休業を取得したことがない 不明

そのような休業の制度がなかったから

家庭内に介護をしてくれる人が別にいたから

介護・看護を機に退職したから

取得すると収入が下がるから

自分の仕事や出世に支障がでるから

休業の制度があることを知らなかったから

職場に介護休業を取りにくい雰囲気があったから

その他

不明

制度はあったが、就労期間、就労時間が短いなど、
介護休業の対象とならなかったから

32.6 

14.8 

6.7 

6.7 

5.2 

4.4 

4.4 

3.7 

17.8 

30.4 

33.9 

15.3 

10.2 

5.1 

6.8 

5.1 

6.8 

5.1 

16.9 

30.5 

30.9 

16.2 

1.5 

8.8 

4.4 

4.4 

1.5 

2.9 

17.6 

32.4 

0% 20% 40%

全体(n=135) 女性(n=59) 男性(n=68)
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地域活動への参加率は、全体で 31.2％、女性 38.5％、男性 23.3％。多いのは趣味な
どの活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問６で「１.⼦育て関係の活動」〜「６.その他」と答えた⽅） 

 

女性で多いのは「参加者の性別の偏り」。一方、男性では、男女ごとの役割の差を課題と
している場合が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問６ あなたは市や地域での活動に参加していますか。（〇はいくつでも） 

問 6-1 あなたが現在活動されている団体で、次のようなことはありますか。（〇はいくつでも） 

図表—問６—② 活動団体での課題（全体、性別） 

図表—問６—① 地域活動参加の有無（全体、性別） 

活動している参加者の性別に偏りがある

活動の準備や後片付けなどは女性が行う慣行がある

男性は団体の長に就き、女性は補助的役職に就く慣
行がある

女性が責任のある役職に就きたがらない

地域活動と育児・介護・仕事との両立に理解のある人
が少ない

特にない

26.9 

10.8 

8.4 

6.0 

3.6 

55.1 

30.8 

7.7 

4.8 

3.8 

4.8 

55.8 

19.6 

14.3 

14.3 

10.7 

0.0 

57.1 

0% 20% 40% 60%

全体(n=167) 女性(n=104) 男性(n=56)

参加していない

趣味、スポーツ、習い事、文化活動など

子育て関係の活動（ＰＴＡ、子ども会、子どもの見守り
など）

自治活動（コミュニティセンター、自治会、商店会、防
犯、環境など）

高齢者、障害者、在住外国人などの支援活動、ボラ
ンティア

防災活動や震災への準備活動など

18.4 

9.0 

7.3 

4.7 

4.1 

66.7 

24.1 

14.1 

8.5 

6.3 

4.4 

57.8 

12.9 

3.8 

5.0 

3.3 

3.8 

76.3 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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「夫婦や家族間でのコミュニケーション」（49.3％）、「男性による家事・育児への職場の
理解」（47.9％）、「男性の抵抗感をなくすこと」（45.9％）という意見が上位。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問７ 今後、男性が家事、育児、介護、地域活動に参加していくためには、特にどのようなことが
必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

図表—問７—① 男性が家事、育児、介護、地域活動に参加するために必要なこと（全体、性別） 

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担などについ
ての当事者の考え方を尊重すること

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

男性による家事・育児などについて、職場における上
司や周囲の理解を進めること

男性が家事・育児・介護・地域活動に参加することに
対する男性自身の抵抗感をなくすこと

社会の中で、男性による家事・育児・介護などについ
ても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどの在宅勤
務をはじめとする多様な働き方を普及することで、仕
事以外の時間をより多く持てるようにすること

男性が家事・育児などを行うための、仲間（ネットワー
ク）作りをすすめること

男性が家事・育児・介護・地域活動に参加することに
対する女性の抵抗感をなくすこと

男性の家事・育児などについて、啓発や情報提供、
相談窓口の設置、技能の研修を行うこと

わからない

特に必要なことはない

49.3 

47.9 

45.9 

40.6 

38.4 

24.3 

19.9 

16.3 

15.9 

6.7 

5.1 

54.4 

55.9 

53.7 

47.0 

38.9 

25.9 

18.5 

17.4 

16.7 

5.2 

2.2 

43.3 

39.6 

38.3 

34.2 

39.2 

21.7 

20.4 

13.8 

14.6 

7.9 

6.3 

0% 20% 40% 60%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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3．仕事とワーク・ライフ・バランスについて 

 

 

男女ともに在宅勤務やフレックスタイム制などの柔軟な働き方を求める声が多い。女性
では、育児や介護に対する職場の理解と協力への回答が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問８ これから男⼥がともに働きやすくなるためには、特にどのようなことが必要だと思います
か。（〇はいくつでも） 

図表—問８—① 男女がともに働きやすくなるために必要なこと（全体、性別） 

わからない

介護負担を軽減するための介護サービスを充実する
こと

育児や介護で退職した時、退職時と同じ条件で復職
できるジョブ・リターン制度がある職場が増えること

「男は仕事、女は家事・育児」といった性別による固定
的な役割分担意識を変えいくこと

女性が働くことに対する家族や職場の理解と協力を
深めること

再就職・再チャレンジに関する施策が充実すること

育児や介護について地域での助け合いが進むこと

在宅勤務やフレックスタイム制などの柔軟な働き方が
できること

長時間労働を容認する職場の雰囲気を是正すること

育児や介護をすることに対する職場の理解と協力を深
めること

仕事とプライベートの両立に理解がある上司がいるこ
と

保育サービスなどの子育て支援を充実すること

育児・介護休業などの休業中に所得保障があること

54.3 

49.6 

46.6 

42.9 

42.9 

41.8 

40.8 

40.4 

39.9 

36.3 

29.8 

22.3 

4.5 

53.3 

47.4 

52.6 

44.1 

46.7 

43.7 

45.6 

42.6 

44.4 

42.2 

32.6 

25.9 

3.3 

57.1 

51.7 

41.7 

42.1 

40.8 

40.4 

35.0 

39.2 

34.6 

29.2 

27.9 

18.3 

4.2 

0% 20% 40% 60%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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希望では仕事・家庭生活・個人の生活すべてを優先が多いが、現実は仕事優先。男女別で
みると、女性の希望では仕事・家庭生活・個人の生活すべて優先が多く、現実では女性は
仕事と家庭生活を優先、男性では仕事優先が多い。希望では、前回（平成 24 年）調査と
比較して、男女ともに家庭生活を優先、家庭生活と個人の生活を優先がやや増加している。
現実では、男女ともに増えているのは家庭生活を優先と家庭生活と個人の生活を優先、仕
事・家庭生活・個人の生活すべての３つとなっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問９ あなたの⽣活の中での、「仕事」、「家庭⽣活」、「個⼈の⽣活（地域活動、趣味・学習等）」
の優先度についてお伺いします。 

[女性]

希望(n=270)

現実(n=154)

1.1

26.0

13.0

19.5

10.7

3.9

7.4

27.9

4.8

6.5

18.1

2.6

36.7

9.1

8.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[男性]

希望(n=240)

現実(n=178)

5.4

47.8

12.1

6.2

11.3

5.1

16.7

21.9

5.0

6.7

15.8

3.9

28.3

6.7

5.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図表—問９—① ワーク・ライフ・バランスの希望と現実（全体、性別） 

[全体]

希望(N=534)

現実(n=341)

3.2

37.8

12.5

12.0

11.0

4.7

11.6

24.6

4.9

6.7

17.2

3.5

32.0

7.6

7.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

を優先

「仕事」と「個人の

生活」を優先

「家庭生活」と「個人の

生活」を優先

「仕事」、「家庭生活」、

「個人の生活」すべて

不明
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【希望】

（全体）
N

H29 534

H24 485

（女性）
ｎ

H29 270

H24 294

（男性）
ｎ

H29 240

H24 167

3.2

2.1

12.5

9.9

11.0

12.4

11.6

15.5

4.9

6.8

17.2

14.2

32.0

33.8

7.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

を優先

「仕事」と「個人の生活」

を優先

「家庭生活」と「個人の

生活」を優先

「仕事」、「家庭生活」、

「個人の生活」すべて

不明

1.1 

2.0 

13.0 

10.5 

10.7

10.9

7.4

12.2

4.8

6.8

18.1

16.3

36.7

36.4

8.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.4

1.8

12.1

7.8

11.3

15.6

16.7

22.8

5.0 

7.2 

15.8

12.6

28.3

28.1

5.4

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図表—問９—② ワーク・ライフ・バランスの希望（全体、性別）【経年比較】 

図表—問９—③ ワーク・ライフ・バランスの現実（全体、性別）【経年比較】 

【現実】

（全体）
ｎ

H29 341

H24 322

（女性）
ｎ

H29 154

H24 186

（男性）
ｎ

H29 178

H24 123

37.8

43.2

12.0

5.0

4.7

5.0

24.6

19.6

6.7

14.9

3.5

1.9

7.6

7.1

2.9

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」、「家庭生活」、

「個人の生活」すべて

不明

26.0 

39.8 

19.5 

7.5 

3.9

5.4

27.9

17.2

6.5

17.2

2.6

1.1

9.1

8.6

4.5

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.8

48.8

6.2

1.6

5.1

4.9

21.9

22.8

6.7 

11.4 

3.9

2.4

6.7

4.9

1.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

を優先
「仕事」と「個人の

生活」を優先

「家庭生活」と「個人の

生活」を優先
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４．セクシュアル・マイノリティについて 

 

 

性の違和感について悩んだ人は 2.0％、周囲に悩んでいる人がいた比率は 13.1％。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方策としては、法律や制度の整備が必要という意見が最も多く、ついで学校教育、相談・
支援体制の充実と続く。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問 10 
あなたは今までに、⾃分の性別に違和感を覚えたり、恋愛感情が同性に向かうなど、性に
ついて悩んだことがありますか。または、周囲で悩んでいる⼈はいましたか。（〇は１
つ） 

問 11 あなたは、セクシュアル・マイノリティの⼈々の⼈権を守るために、特にどのような⽅策
が必要だと思われますか。（〇はいくつでも） 

図表—問 11—① セクシュアル・マイノリティの人々の人権を守るために必要な方策（全体、性別） 

図表—問 10—① 性についての悩みの有無（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

1.3

1.1

1.3

0.7

0.4

0.8

11.8

14.1

10.4

83.7

80.4

86.7

2.4

4.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

悩んだことがあり、周

囲にも悩んでいる人

がいた 悩んだことはあるが、周囲に

悩んでいる人はいなかった

悩んだことはないが、周囲に

悩んでいる人がいた

悩んだことはなく、周囲にもいなかった 不明

わからない

セクシュアル・マイノリティであっても不利な取り扱いを
うけないよう法律や制度を整備する

正しい理解を深めるための教育を学校で行う

相談・支援体制を充実させる

正しい理解を深めるための啓発活動を行政が行う

特に必要なことはない

49.8 

47.2 

34.8 

26.6 

7.3 

15.4 

54.4 

50.7 

36.7 

28.9 

4.8 

12.6 

46.3 

44.6 

34.2 

25.4 

9.2 

16.3 

0% 20% 40% 60%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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図表—問 12—① 男女平等などに関する言葉の認知（全体、性別） 

5．男女平等意識について 

 

男女雇用機会均等法とストーカー規制法の認知が高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 12 以下の⾔葉のうち、あなたが⾒たり聞いたりしたことがあるものを全てあげてください。
（〇はいくつでも） 

男女雇用機会均等法

ストーカー規制法

セクシュアル・マイノリティ

男女共同参画社会

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

ＪＫビジネス

ＬＧＢＴ

女性差別撤廃条約

デートＤＶ

配偶者暴力防止法

女性活躍推進法

メディア・リテラシー

イクボス

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

セクシュアル・ライツ（性に関する権利）

ケアボス

リプロダクティブ・ヘルス（性と生殖に関する健康）

上記の中で知っている言葉はない

87.5 

81.8 

63.7 

61.2 

60.9 

57.1 

54.1 

51.9 

39.0 

37.6 

35.0 

33.0 

27.2 

21.2 

10.9 

9.7 

7.1 

5.8 

2.4 

86.7 

82.6 

66.3 

57.0 

63.7 

51.9 

50.4 

48.1 

38.5 

43.3 

38.5 

31.9 

25.2 

18.9 

11.1 

9.6 

5.6 

7.0 

2.2 

90.4 

82.5 

63.3 

67.1 

62.5 

65.8 

60.8 

59.2 

42.1 

33.3 

32.1 

35.8 

31.3 

24.6 

10.0 

10.0 

9.6 

5.0 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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賛成側の回答 39.0％に対し、反対側の回答は 45.0％と反対が多い。ただし、男女別に
みると、女性では反対が多い一方で、男性では賛成側の意見の方が若干多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女が平等になっていると半数以上の人が感じているのは学校教育のみ。社会全体では
70.1％の人が男性優遇と答えている。男女別では女性の方が男性優遇という回答が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 13 「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という考え⽅について、あなたはどうお考
えですか。この中から１つだけお答えください。（〇は１つ） 

問 14 あなたは次にあげるような分野で男⼥の地位が平等になっていると思いますか。 
（それぞれについて◯は１つ） 

図表—問 13—① 夫婦役割分担（全体、性別） 

図表—問 14—① 男女の地位の平等感（全体） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

6.2

5.2

6.7

32.8

27.8

37.1

22.7

27.0

17.9

22.3

22.6

23.8

13.3

13.3

13.3

1.1

1.5

0.8

1.7

2.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

その他

不明

全体（N＝534）

(1)家庭生活の場で

(2)職場で

(3)学校教育の場で

(4)地域社会（町会、自治会など）で

(5)政治の場で

(6)法律や制度の上で

(7)社会通念・習慣・しきたりなどで

(8)社会全体では

7.3

17.0

1.5

3.9

31.1

8.1

22.7

12.4

36.0

41.8

12.0

30.9

41.9

36.5

53.9

57.7

28.7

19.3

54.3

27.3

12.4

29.4

8.8

12.9

12.0

3.2

2.6

5.4

1.5

5.4

1.7

2.2

2.1

0.7

0.9

0.7

0.7

1.3

0.4

0.4

8.2

10.5

21.2

24.9

6.4

12.4

6.4

8.4

5.8

7.5

7.5

6.7

6.0

6.9

6.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に

優遇されている

どちらかといえば男性の

方が優遇されている

男女の地位は平等

になっている

どちらかといえば女性の

方が優遇されている

女性の方が非常に

優遇されている

わからない

不明
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図表—問 14—② 男女の地位の平等感（性別） 

女性 270

男性 240

10.0

3.3

41.5

30.4

23.0

35.8

10.0

14.6

1.1

2.9

6.7

10.0

7.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%n

(1)家庭生活の場で

男性の方が非常に

優遇されている

どちらかといえば男性の

方が優遇されている

男女の地位は平等

になっている

どちらかといえば女性の

方が優遇されている

女性の方が非常に

優遇されている

わからない

不明

女性 270

男性 240

19.3

12.9

41.5

44.2

14.4

25.8

1.9

5.0

0.0

1.7

12.2

7.9

10.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(2)職場で

n

女性 270

男性 240

1.1

1.3

13.7

9.2

50.4

60.4

1.5

4.2

0.7

1.3

23.0

20.0

9.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(3)学校教育の場で
n

女性 270

男性 240

4.8

2.5

33.7

27.5

21.5

35.4

2.6

8.8

1.1

0.0

26.7

23.8

9.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(4)地域社会（町会、自治会など）で
n

女性 270

男性 240

36.3

26.7

39.6

44.6

6.3

17.9

0.4

2.9

0.0

1.7

8.5

4.6

8.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(5)政治の場で

n

女性 270

男性 240

11.1

4.6

38.5

36.7

19.3

39.6

3.3

8.3

0.0

2.9

17.4

6.3

10.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(6)法律や制度の上で

n

女性 270

男性 240

27.8

16.7

50.7

59.2

4.4

13.8

0.7

2.5

0.0

0.8

7.8

5.0

8.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(7)社会通念・習慣・しきたりなどで

n

女性 270

男性 240

16.3

7.5

57.4

60.0

8.1

17.9

0.7

4.2

0.0

0.8

9.3

7.1

8.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(8)社会全体では

n
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「結婚しても、どうしてもうまくいかない場合、離婚してもかまわない」は、「どちらか
といえばそう思う」を含めて 77.9％、「希望する者には夫婦別姓を認めても良い」は、
「どちらかといえばそう思う」を含めて 66.6％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 15 次にあげるような考え⽅について、あなたはどのように思いますか。 
（それぞれについて◯は１つ） 

図表—問 15—① 男女の役割や子育てに対する考え方（全体） 

全体（N＝534）

(1)男の子は男の子らしく、女の子は
   女の子らしく育てたほうがよい

(2)結婚しても、どうしてもうまくいか
   ない場合、離婚してもかまわない

(3)希望する者には夫婦別姓を認めて
   もよい

(4)男性同士、女性同士の同性婚も
   あってもよい

17.8

45.5

41.9

30.0

32.0

32.4

24.7

20.4

25.1

12.0

13.1

22.8

11.4

5.8

8.2

10.3

11.2

1.5

8.8

13.3

2.4

2.8

3.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

あまりそうは思わない

そうは思わない

不明

図表—問 15—② 男女の役割や子育てに対する考え方（性別） 

n

女性 270

男性 240

10.0

25.8

30.4

33.8

28.9

20.8

15.6

7.9

11.5

10.8

3.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てたほうがよい

どちらかといえばそう思う どちらともいえない あまりそうは思わない そうは思わない 不明そう思う

n

女性 270

男性 240

47.8

43.3

33.0

31.3

11.9

12.9

3.0

9.2

0.4

2.5

4.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(2)結婚しても、どうしてもうまくいかない場合、離婚してもかまわない

n

女性 270

男性 240

44.4

41.3

25.9

23.8

13.3

13.8

5.6

10.4

6.3

10.0

4.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(3)希望する者には夫婦別姓を認めてもよい

n

女性 270

男性 240

32.6

27.9

21.9

19.6

23.3

23.3

7.8

12.9

10.0

15.4

4.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(4)男性同士、女性同士の同性婚もあってもよい
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最も多いのは「個性や人権の尊重」の 72.8％、ついで「男女の協力」64.8％、「男女の
別のない生活・進路指導」54.1％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 16 児童・⽣徒の男⼥平等の意識を育てるために、学校教育で特に必要な取り組みは何だと思
いますか。（◯はいくつでも） 

図表—問 16—① 男女平等意識を育てるために学校教育で必要な取り組み（全体、性別） 

わからない

子どもの健全な育成に向けてメディア・リテラシーの能力
を高めること

教職員を対象とした男女平等の研修を実施すること

デートＤＶ（交際相手からの暴力）や性犯罪の加害者
や被害者となることを防ぐための教育を早期から行う
こと

管理職（校長や副校長）に女性を増やしていくこと

性に関する相談の機能を充実させること

ひとりひとりの個性や人権を尊重することを学ぶこと

男女が協力して物事を進める必要性を学ぶこと

生活指導や進路指導に置いて、男女の別なく能力を
生かせるよう配慮すること

家庭や家族の多様なありかたについて学ぶこと

人権尊重の視点に立った性教育を充実させること

性産業に巻き込まれないための教育を早期から行う
こと

72.8 

64.8 

54.1 

52.6 

38.8 

35.8 

35.0 

34.3 

33.1 

25.7 

24.0 

4.5 

73.7 

64.4 

59.3 

55.2 

39.3 

38.5 

35.2 

30.7 

34.8 

28.1 

24.8 

3.3 

71.7 

63.8 

47.5 

50.4 

38.8 

33.3 

35.4 

36.3 

30.4 

22.9 

23.3 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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「女性の容姿や若さの強調」が 53.6％と多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も重視されているのは避難所におけるプライバシー確保の 76.0％。特に女性は
82.2％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 17 テレビや雑誌、インターネットなどのメディアが発信する表現について、あなたは⽇頃ど
のように感じますか。（〇はいくつでも） 

問 18 あなたは、災害対策に男⼥平等の視点を⽣かすためには、特にどのようなことが重要だと
思いますか。（〇はいくつでも） 

図表—問 17—① メディアが発信する表現について感じること（全体、性別） 

図表—問 18—① 災害対策に男女平等の視点を生かすために重要なこと（全体、性別） 

女性について、容姿や若さを強調している

伝えたい内容と関係がないのに、女性の性的側面を
強調するなど行きすぎた表現が目立つ

男女のステレオタイプな表現を固定的に発信している

セクシュアル・マイノリティに配慮していない

色で性別を分けるなど、興味関心や服装・外見等の
個性を無視あるいは軽視している

特に問題はない

53.6 

30.3 

16.9 

14.0 

12.9 

23.6 

60.0 

30.7 

15.6 

14.1 

11.9 

18.5 

47.1 

29.6 

18.3 

13.8 

12.9 

28.8 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)

わからない

性別に応じてプライバシー（トイレ・更衣・授乳・就寝ス
ペース等）が確保できる避難所運営を行えるようにす
る
消防職員・消防団員・警察官・自衛官・自治体職員などに

ついて、防災現場に女性が十分に配置されるよう、採用・

登用段階を含めて留意する

災害対応や復興において女性の視点が生かされるよ
う、女性リーダーを育成する

女性や子どもに対する暴力の防止策を講じたり、相談窓

口を設置する

防災分野の委員会や会議に、より多くの女性が参加
できるようにする

災害に関する各種対応マニュアルなどに男女平等の視点
を入れる

76.0 

43.1 

41.6 

40.4 

36.1 

30.5 

7.3 

82.2 

45.6 

41.5 

46.3 

30.4 

28.9 

3.7 

68.8 

37.5 

40.4 

32.1 

40.8 

30.8 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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6．男女間の暴力について 

 

《暴⼒の認識》 

 

暴力という認識が 60%を超えているのは、「相手の意に反して性的な行為を強要したり
避妊に協力しない」、「平手で打つ」、「『誰のおかげで生活ができているんだ』『かいしょう
なし』などと侮辱的なことをいう」、「なぐるふりをしておどす」。一方、「大声でどなる」
は、場合によるという認識。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 19 

親密な間柄で起きる次のような⾏動を、暴⼒にあたると思いますか。 
（それぞれの項⽬について、番号に１つずつ○） 
また、これまでに配偶者や交際相⼿から次のようなことをされたことがありますか。 
（それぞれの項⽬について、アルファベットに１つずつ○） 

図表—問 19—① 親しい関係にある男女間の暴力の認識（全体） 

全体（N＝534）

(1)平手で打つ

(2)大声でどなる

(3)配偶者等の外出などを制限する

(4)交友関係や電話・メールを細かく
   監視する

(5)何を言っても長期間無視し続ける

(6)相手の意に反して性的な行為を
   強要したり避妊に協力しない

(7)なぐるふりをしておどす

(8)「誰のおかげで生活できているんだ」
   「かいしょうなし」などと侮辱的なことをいう

(9)生活費を十分に渡さない

65.0

29.2

43.6

52.2

53.4

73.0

60.5

62.0

55.2

24.5

56.4

39.1

31.1

30.7

14.0

26.2

24.7

29.8

1.5

6.0

7.3

6.9

5.8

2.4

2.6

3.7

4.3

9.0

8.4

9.9

9.7

10.1

10.5

10.7

9.6

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

不明
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図表—問 19—② 親しい関係にある男女間の暴力の認識（性別） 

n

女性 270

男性 240

30.7

25.8

53.7

62.9

3.3

7.9

12.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(2)大声でどなる

n

女性 270

男性 240

43.7

45.0

36.7

41.7

6.3

7.9

13.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(3)配偶者等の外出などを制限する

n

女性 270

男性 240

56.7

47.5

25.2

39.2

5.2

8.3

13.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(4)交友関係や電話・メールを細かく監視する

n

女性 270

男性 240

58.9

49.2

24.1

38.3

4.4

7.1

12.6

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(5)何を言っても長期間無視し続ける

n

女性 270

男性 240

74.8

73.3

11.5

17.1

1.1

3.8

12.6

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(6)相手の意に反して性的な行為を強要したり避妊に協力しない

n

女性 270

男性 240

62.6

60.0

21.1

32.1

3.0

2.1

13.3

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(7)なぐるふりをしておどす

n

女性 270

男性 240

64.8

60.4

19.3

30.8

3.3

3.8

12.6

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(8)「誰のおかげで生活できているんだ」「かいしょうなし」などと侮辱的なことをいう

n

女性 270

男性 240

59.3

52.5

23.3

37.1

4.4

4.2

13.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(9)生活費を十分に渡さない

n

女性 270

男性 240

64.4

67.1

22.2

27.1

0.7

2.1

12.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)平手で打つ

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

不明
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《暴⼒を受けた経験》 

 

最も多いのは「大声でどなる」の 39.4％で、ついで「何を言っても長期間無視し続ける」
の 15.7％。女性で多いのは「相手の意に反して性的な行為を強要したり避妊に協力しな
い」、男性では「何を言っても長期間無視し続ける」が多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表—問 19—③ 親しい関係にある男女間の暴力の経験（全体） 

全体（N＝534）

(1)平手で打つ

(2)大声でどなる

(3)配偶者等の外出などを制限する

(4)交友関係や電話・メールを細かく
　　監視する

(5)何を言っても長期間無視し続ける

(6)相手の意に反して性的な行為を
　 強要したり避妊に協力しない

(7)なぐるふりをしておどす

(8)「誰のおかげで生活できているんだ」
　「かいしょうなし」などと侮辱的なことをいう

(9)生活費を十分に渡さない

2.1

12.2

3.6

1.7

5.4

2.4

1.9

3.2

2.8

7.7

27.2

5.1

5.2

10.3

5.6

6.4

9.2

3.0

79.6

50.0

81.5

82.6

74.3

81.3

80.9

77.5

83.7

10.7

10.7

9.9

10.5

9.9

10.7

10.9

10.1

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もある

１．２度ある まったくない 不明
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図表—問 19—④ 親しい関係にある男女間の暴力の経験（性別） 

n

女性 270

男性 240

1.1

2.9

7.0

8.8

79.6

81.3

12.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)平手で打つ

何度もある まったくない 不明

１．２度ある

n

女性 270

男性 240

11.5

13.3

27.0

28.3

49.6

51.7

11.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(2)大声でどなる

n

女性 270

男性 240

3.3

4.2

5.9

3.8

79.6

85.4

11.1

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(3)配偶者等の外出などを制限する

n

女性 270

男性 240

1.1

2.5

4.1

6.3

83.3

83.3

11.5

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(4)交友関係や電話・メールを細かく監視する

n

女性 270

男性 240

5.2

5.8

8.1

12.9

75.2

74.6

11.5

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(5)何を言っても長期間無視し続ける

n

女性 270

男性 240

3.7

1.3

8.5

2.5

75.9

88.8

11.9

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(6)相手の意に反して性的な行為を強要したり避妊に協力しない

n

女性 270

男性 240

1.5

2.1

6.7

5.8

79.3

84.6

12.6

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(7)なぐるふりをしておどす

n

女性 270

男性 240

3.7

2.9

8.1

10.8

77.0

79.6

11.1

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(8)「誰のおかげで生活できているんだ」「かいしょうなし」などと侮辱的なことをいう

n

女性 270

男性 240

3.7

1.3

3.0

2.9

81.5

88.3

11.9

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(9)生活費を十分に渡さない
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（問 19 のいずれかの項⽬で「A.何度もある」または「B.1、2 度ある」と答えた⽅） 

 

全体の 59.8％が「相談しようとは思わなかった」、7.1％が「相談したかったが、できな
かった」となっており、70%弱が相談していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 19-1 あなたが受けた暴⼒について、どなたかに相談したことはありますか。 
（○はいくつでも） 

図表—問 19—⑤ 暴力を受けたときの相談の有無/相談先（全体、性別） 

相談しようとは思わなかった

友人・知人・同僚に相談した

家族・親族に相談した

相談したかったが、できなかった

民間の支援グループに相談した

医師や看護師、カウンセラーなどに相談した

民間機関（弁護士など）に相談した

市の相談窓口（女性総合相談、人権相談など）や子
ども家庭支援センターに相談した

警察に相談した

配偶者暴力相談支援センター（東京都女性相談セン
ター、東京ウィメンズプラザなど）に相談した

59.8 

13.8 

9.8 

7.1 

2.4 

1.6 

1.6 

1.2 

0.4 

0.0 

55.5 

17.2 

13.3 

6.3 

3.1 

2.3 

2.3 

2.3 

0.8 

0.0 

65.8 

11.1 

5.1 

6.8 

1.7 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=254) 女性(n=128) 男性(n=117)
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（問 19-1 で「１.相談したかったが、できなかった」または「２.相談しようとは思わなかった」と答えた⽅） 

 

全体の 76.0％が「相談するほどのことではないと思った」と回答。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 19-2 相談しなかった理由としてあなたのお考えに近いものを選んでください。 
（○はいくつでも） 

図表—問 19—⑥ 暴力を受けたときの相談しなかった理由（全体、性別） 

世間体が悪いと思った

周りの人に知られたくなかった

自分が受けている行為が暴力だとは認識していな
かった

どこに相談してよいのかわからなかった

子どもに危害がおよんだり、仕返しを受けると思った

相談する人がいなかった

相談するほどのことではないと思った

自分にも悪いところがあると思った

相談しても無駄だと思った

自分さえ我慢すれば、そのままやっていけると思った

他人を巻き込みたくなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかった

76.0 

18.0 

15.6 

9.0 

5.4 

4.2 

3.6 

3.6 

3.6 

3.0 

1.8 

1.2 

75.6 

20.5 

12.8 

7.7 

6.4 

2.6 

1.3 

3.8 

5.1 

2.6 

0.0 

0.0 

75.9 

16.9 

18.1 

10.8 

4.8 

6.0 

6.0 

3.6 

2.4 

2.4 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=167) 女性(n=78) 男性(n=83)
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警察が 55.6％と最も認知が高く、市の法律相談の 39.3％、子ども家庭支援センターの
27.9％が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 20 あなたは下記の相談機関、相談窓⼝があることを知っていますか。（〇はいくつでも） 

図表—問 20—① 暴力を受けたときの相談機関の認知（全体、性別） 

東京ウィメンズプラザ

東京都女性相談センター

男女平等推進センター「ヒューマンあい」

東京ウィメンズプラザ（男性のための悩み相談）

どれも知らない

警察

市の法律相談

子ども家庭支援センター

市の人権相談

市のひとり親相談

市の女性総合相談

55.6 

39.3 

27.9 

16.7 

14.8 

10.5 

9.0 

8.1 

6.7 

0.7 

21.5 

53.3 

38.1 

33.7 

14.8 

21.1 

11.9 

11.9 

10.4 

7.8 

0.4 

18.1 

61.3 

41.3 

22.9 

19.2 

7.9 

8.8 

6.7 

5.4 

5.4 

1.3 

23.3 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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最も多かったのは「窓口を増やすなどの条件整備」の 49.6％で、ついで「親しい間柄で
あっても暴力は人権侵害であるという意識の啓発」の 44.2％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 21 
あなたは配偶者間での暴⼒（ドメスティック・バイオレンス）やデート DV の対策や防⽌
のために、今後、武蔵野市の施策として特にどのような事業が必要だと思いますか。 
（〇はいくつでも） 

図表—問 21—① 男女間の暴力を防止するために必要な市の施策（全体、性別） 

学校で人権や男女平等に関する授業を実施する

相談先や相談方法を記載したカードを、トイレなど、ひ
とりで手にとり、読みやすいところに配布し、気軽に相
談できる入り口とする

加害者に対する再発防止教育を行う

被害の実態や被害者の支援策を多言語で市民に広く
知らせる

わからない

窓口を増やすなど相談しやすい条件整備をする

親しい間柄であっても暴力は人権侵害であるという意
識の啓発をする

被害者に対する自立支援（子どもの養育、住宅の確
保、就労支援）などを行う

被害者を一時的に保護する施設（シェルター）を増や
す

被害者支援に携わる人（警察、医師、相談機関職員
など）の意識向上を図る

住民票や保険のプライバシー確保など被害者の安全
を守る施策を充実する

49.6 

44.2 

43.6 

42.5 

42.1 

40.1 

36.9 

34.1 

33.9 

15.0 

7.3 

46.7 

49.3 

48.9 

43.7 

43.7 

44.1 

36.3 

39.6 

31.9 

14.1 

5.6 

51.7 

37.9 

39.6 

42.9 

40.4 

36.3 

37.9 

28.8 

36.3 

16.3 

8.8 

0% 20% 40% 60%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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7．市の施策について 

 

 

認知が最も高かったのは「男女平等推進情報誌『まなこ』」の 26.0％。次に認知が高い
のは、「聞いたことがある」まで含めれば「武蔵野市男女共同参画フォーラム」の 24.5%、
「武蔵野市男女平等の推進に関する条例」の 23.7％が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 22 あなたは、ここにあげる武蔵野市の取り組みを知っていますか。 
（それぞれについて◯は１つ） 

全体（N＝534）

(1)武蔵野市男女平等の推進に関する
   条例

(2)武蔵野市第三次男女共同参画計画

(3)武蔵野市立男女平等推進センター
   「ヒューマンあい」

(4)武蔵野市男女共同参画フォーラム

(5)男女平等推進情報誌『まなこ』

(6)女性総合相談

0.9

0.7

1.7

0.9

8.6

1.5

22.8

11.4

14.6

23.6

17.4

15.2

70.4

80.7

76.6

68.5

68.5

76.4

5.8

7.1

7.1

6.9

5.4

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで一応知っている

聞いたことはある 知らない 不明

図表—問 22—① 武蔵野市の施策の認知（全体） 
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図表—問 22—② 武蔵野市の施策の認知（性別） 

n

女性 270

男性 240

0.7

1.3

23.0

21.7

67.8

74.6

8.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)武蔵野市男女平等の推進に関する条例

内容まで一応知っている

聞いたことはある
知らない 不明

n

女性 270

男性 240

0.7

0.8

12.6

9.6

76.3

86.7

10.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(2)武蔵野市第三次男女共同参画計画

n

女性 270

男性 240

1.5

2.1

14.8

14.2

73.7

80.4

10.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(3)武蔵野市立男女平等推進センター「ヒューマンあい」

n

女性 270

男性 240

0.7

1.3

25.9

20.4

63.7

75.0

9.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(4)武蔵野市男女共同参画フォーラム

n

女性 270

男性 240

13.3

3.8

20.7

13.8

59.3

79.2

6.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(5)男女平等推進情報誌『まなこ』

n

女性 270

男性 240

1.9

0.8

17.0

13.3

71.5

82.5

9.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(6)女性総合相談
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最も高かったのは「ワーク・ライフ・バランス」の 36.9％。ついで「ひとり親支援、子
どもの貧困」、「男性の家事・育児・地域活動参加」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 23 
武蔵野市⽴男⼥平等推進センターでは、男⼥平等に関わる講座や男⼥平等推進情報誌『ま
なこ』の発⾏を⾏っています。あなたが講座や『まなこ』の特集記事として関⼼のあるテ
ーマを教えてください。（〇はいくつでも） 

図表—問 23—① 男女平等に関わる講座や「まなこ」の特集記事として関心のあるテーマ（全体、性別） 

特に関心のあるテーマはない

女性の視点からみた防災

配偶者間での暴力（ドメスティック・バイオレンス）や
デートＤＶ（交際相手からの暴力）、モラル・ハラスメン
ト、ストーカー

男女平等の視点でみるメディア・リテラシー

セクシュアル・マイノリティ、ＬＧＢＴ

リベンジポルノや性犯罪、ＪＫビジネスなどの性的被害

リプロダクティブ・ヘルス、セクシュアル・ライツ

男女平等、人権、ジェンダー

仕事と介護・育児の両立、ワーク・ライフ・バランス

ひとり親支援、子どもの貧困

男性の家事・育児・地域活動参加

親子、家族関係、母娘関係

女性のためのキャリアプラン、起業、再就職支援

36.9 

28.1 

23.8 

21.7 

21.3 

20.4 

16.5 

13.3 

11.6 

11.0 

9.6 

4.1 

18.5 

39.6 

30.0 

20.4 

23.3 

29.6 

17.4 

23.0 

15.9 

11.1 

10.0 

10.4 

4.4 

12.2 

35.8 

26.3 

28.3 

21.3 

12.9 

24.2 

8.3 

11.7 

12.5 

12.5 

9.2 

3.8 

25.4 

0% 20% 40% 60%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)
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「条例ができたことはよいことだ」についての回答は、「どちらかといえばそう思う」ま
で含めると 83.0％と圧倒的に多く、「関連のパンフレットを読みたい」も 50％を超え
る。一方、「関連のセミナー等への参加意向」は 18.3％に止まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 24 
武蔵野市では、平成 29 年 3 ⽉に、「男⼥平等の推進に関する条例」を制定しました。あ
なたはこの条例について、どのようにお考えですか。下記の項⽬それぞれについて、近い
と思われるものに○をお付けください。（それぞれについて〇は１つ） 

図表—問 24—② パンフレットを読んでみたいか（全体、性別） 

図表—問 24—③ セミナーなどの参加意向（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

20.0

20.4

18.8

37.5

39.3

36.3

21.7

22.6

21.3

7.3

3.0

12.1

7.3

6.3

8.8

6.2

8.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

あまりそうは思わない

そうは思わない

不明

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

4.1

3.7

3.8

14.2

16.7

11.3

43.4

45.9

42.5

16.1

13.7

18.3

15.5

11.5

21.3

6.6

8.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかといえばそう思う
どちらともいえない あまりそうは思わない そうは思わない 不明

図表—問 24—① 武蔵野市に男女平等の条例ができたことはよいことだ（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

54.5

57.4

51.7

28.5

27.0

30.0

9.7

7.4

12.5

0.9

0.0

2.1

1.7

1.9

1.7

4.7

6.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

あまりそうは思わない

そうは思わない

不明
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団体への参加意向は 12.0％、ボランティア実施意向は 10.7％に止まる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 25 
あなたは、男⼥平等推進についての学習や⽀援活動を⾏う団体に⼊ってみたり、また、
市の男⼥平等に関わる事業に協⼒してみたりしたいと思いますか。（それぞれについて〇
は１つ） 

図表—問 25—① 男女平等に関する団体への参加意向（全体、性別） 

図表—問 25—② ボランティア委員などへの実施意向（全体、性別） 

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

2.6

1.5

4.2

9.4

10.7

7.9

36.0

35.2

36.7

21.0

21.9

21.3

27.0

25.2

28.8

4.1

5.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない あまりそうは思わない そうは思わない 不明

N

全　体 534

女性 270

男性 240

性
別

1.7

1.1

2.5

9.0

9.3

8.8

32.8

31.5

34.2

24.2

25.2

24.2

28.3

27.0

29.2

4.1

5.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない あまりそうは思わない そうは思わない 不明
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「保育・介護制度の充実」が、54.7％と半数以上の支持を獲得。ついで「学校教育」
（38.2％）、「女性のキャリアアップ、起業、就業支援」（31.5％）が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 あなたは男⼥平等社会を実現するための武蔵野市の施策として、どのようなことを望みま
すか。（〇はいくつでも） 

地域コミュニティでの男女平等の推進

男女平等推進などについての情報誌や図書、資料
コーナーの充実

特にない

わからない

市の審議会などへの女性の登用推進

保育・介護制度の充実

学校での男女平等意識を育てる教育の推進

女性のキャリアアップや起業など、就業で役立つ訓
練・相談や再就職支援の実施

男女平等に関する相談窓口の充実（性別に基づく差
別的な取り扱いなどへの相談）

ワーク・ライフ・バランスに関する施策の充実

女性の生涯を通じた健康支援

「武蔵野市男女平等の推進に関する条例」の普及・
啓発

配偶者間の暴力（ドメスティック・バイオレンス）への
対策

防災におけるまちづくり（防災活動・震災準備）での
男女平等の推進

男女平等への理解を深めるための講習会や学習機
会の充実

男性に向けての男女平等、男女共同参画に関する
啓発

54.7 

38.2 

31.5 

27.2 

24.7 

21.7 

21.0 

20.4 

20.2 

19.3 

16.9 

15.5 

14.0 

11.8 

5.6 

7.7 

57.4 

38.5 

40.0 

24.4 

23.0 

27.8 

20.7 

20.0 

21.9 

14.8 

14.8 

17.0 

12.6 

10.4 

2.6 

7.0 

53.8 

38.8 

22.9 

30.8 

27.9 

15.0 

22.9 

20.8 

18.8 

24.2 

19.2 

14.6 

15.8 

13.3 

7.9 

8.8 

0% 20% 40% 60%

全体(N=534) 女性(n=270) 男性(n=240)

図表—問 26—① 男女平等社会を実現するために市の施策に望むこと（全体、性別） 


